
２．ボーアの水素原子モデル
ラザフォード有核原子モデル（正電荷同士の反発？）
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ボーアの水素原子モデル

教科書にある原子モデル図
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ボーア原子の軌道半径

• ド・ブロイ波（de Broglie波)
• エネルギー順位（飛び飛び）
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Heisenbergの不確定性原理

• 不確定性関係 （光の粒子説からの説明）

光が粒子であるならば，位置が決まるはずである．

一方，光は波でもあるので，位置の不確定さには少なくとも波長分
なければならないと考えられるだろう．

位置の不確定さΔｘ

X方向の運動量に不確定さΔPx

hxPx ≥∆⋅∆不確定性原理の基本式
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